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1. 調査の概要 

 

１－１．調査の背景 
都市計画マスタープランアンケートで町の景観に対する意識の概略は把握できています。同様

に全住民を対象としたアンケート調査ではなく、ターゲットを絞ったアンケートを実施します。 

 

１－２．調査の目的 
島本町は住宅都市であり、今後も住みたい町として選ばれ、住み続けられることをめざして、

今後の島本町のまちづくりの担い手となる町内在住の若い世代に、景観も加味した居住地として

の魅力や課題などについて意見をうかがい、計画に反映するとともに、まちづくりへの意識の向

上を狙います。 

※定住層の若い世代の意向は町政推進上も重要と考えられるので、景観のみに限定せず定住のき

っかけなど関連する項目を設定します。 

 

１－３．調査概要 
（１） 調査方法 

①調査対象 

令和３年４月１日現在で島本町内在住の２０歳代～３０歳代の中から無作為に抽出した 1,000

人を対象として実施 

 

②調査期間 

令和３年８月１９日～９月６日 

③調査方法 

郵送による配布及び回収（督促なし）（無記名） 

 

（２） 配布回収状況 

配布数 
回収※ 

回収数 回収率 

1,000 423 42.3% 

 

（３） 留意点 

・集計では、小数点第１位を四捨五入しており、数値の合計が 100％にならない場合があります。 

・Q3、Q4、Q7については空欄の回答欄に関しては無回答としています。 

・Q1、Q2、Q5、Q6-A、Q8、属性についての設問に関しては選択指示の回答数に従わないものは無効

としています。  
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2. 調査結果 

 

２－１．島本町での居住について 
 

Q１ 島本町への居住理由 居住のきっかけ 

あなたが島本町に住むことになった一番のきっかけは何ですか。【１つに〇】 

○「島本に生まれ育ったから」（31.2％）が最も多く、「住宅の購入」が（25.5％）で

あることから移住者も多くなっています。 

 

 

 

Q２ 島本町への居住理由 居住している住宅について 

あなたが今、島本町内でお住いの住宅の種類をお答えください。【１つに〇】 

○「戸建て（持ち家）」（39.0％）と「戸建て（借家）」（1.7％）を合わせると４割近くが

戸建て住宅に居住しています。「マンション（持ち家）」（33.8％）とマンション・アパ

ート（借家）（20.1％）を合わせると、５割以上がマンションに居住しています。 

 

  

31.2

0.5

8.5 19.9 25.5 9.9 3.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q1：あなたが島本町に住むことになった一番のきっかけは何ですか【１つ〇】

島本に生まれ育ったから 進学 就職・転勤

結婚・出産 住宅の購入 親や子・親戚との同居・近居

その他 無回答 無効

(N=423)

39.0

1.7

33.8 20.1 4.5

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q2：あなたが今、島本町内でお住まいの住宅の種類を教えてください【１つ〇】

戸建て(持ち家) 戸建て(借家） マンション(持ち家)

マンション・アパート(借家） その他 無回答

(N=423)
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Q３ 居住地としての魅力 

島本町の居住地としての「魅力」はどのようなところにあると思いますか。優先順位をつけてお答

え下さい。【上位 3つ】 

○優先順位１番は「大阪市や京都市などへの通勤・通学の利便性」（32.9％）が最も多

く、次いで「緑の山並み、川などに囲まれた豊かな自然環境」（23.2％）が魅力的とさ

れています。 

〇優先順位 2番は「落ち着いた・暮らしやすい住環境」（23.2％）が最も多く、次いで「緑

の山並み、川などに囲まれた豊かな自然環境」（22.9％）が魅力的とされています。 

〇優先順位 3番は「落ち着いた・暮らしやすい住環境」（21.7％）が最も多く、次いで「緑

の山並み、川などに囲まれた豊かな自然環境」（18.0％）が魅力的とされています。 

 

 

  

21.7

23.2

22.7

18.0

22.9

23.2

13.9

13.5

14.7

10.9

22.0

32.9

4.0

2.1

1.2

0.7

10.6

5.9

0.9

0.9

1.4

14.7

6.6

3.3

4.3

1.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q3：島本町の居住地としての「魅力」はどのようなところにあると思いますか【優先順位３つ】

落ち着いた・暮らしやすい住環境

緑の山並み、川などに囲まれた豊かな自然環境

駅やバス停に近い、近所にスーパーがあるなど、コンパクトな街ならではの利便性

大阪市や京都市などへの通勤・通学の利便性

幼稚園・保育園が近い、公園が多いなど子供を育てる環境

医療や福祉サービスの充実など、親世代などにも暮らしやすい環境

治安や防犯、防災での安心感・安全性

歴史・文化資源が豊富

地下水など「おいしい水」

無回答

優先順位
1番

優先順位
2番

優先順位
3番

(N=423)

67.6

64.1

42.1

65.7

7.3

0.9

17.5

2.4

24.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

落ち着いた・暮らしやすい住環境

緑の山並み、川などに囲まれた豊かな自然環境

駅やバス停に近い、近所にスーパーがあるなど、コンパクト

な街ならではの利便性

大阪市や京都市などへの通勤・通学の利便性

幼稚園・保育園が近い、公園が多いなど子供を育てる環境

医療や福祉サービスの充実など、親世代などにも暮らしやす

い環境

治安や防犯、防災での安心感・安全性

歴史・文化資源が豊富

地下水など「おいしい水」

(N=423) ※優先順位１～３位を複数回答として集計した場合 (N=423)
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Q４ 居住地としての課題 

島本町の居住地としての「課題」はどのようなところにあると思いますか。優先順位をつけてお答

え下さい。【上位 3つ】 

○優先順位 1番は「身近に買い物などできる施設が少なくて不便である」（32.9％）が最

も多く、次いで「町中の緑や農地が減るなど住環境の魅力が低下しつつある」

（22.0％）が課題として挙げられています。 

〇優先順位 2番は「他のまちよりも際立った魅力や特徴を感じにくい」（18.0％）が最も

多く、次いで「身近に買い物などできる施設が少なくて不便である」（14.9％）が課題

として挙げられています。 

〇優先順位 3番は「他のまちよりも際立った魅力や特徴を感じにくい」（14.9％）が課題

として挙げられています。 

 

 

  

8.7

6.4

5.4

9.9

14.9

32.9

6.4

10.2

5.0

7.3

11.3

7.8

9.5

4.3

3.3

14.9

18.0

11.3

8.3

7.8

6.1

7.3

5.7

2.8

9.0

12.3

22.0

18.4

9.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q4：島本町の居住地としての「課題」はどのようなところにあると思いますか【優先順位３つ】

少子高齢化や転出などで住宅地の活力が弱まっている
身近に買い物などできる施設が少なくて不便である
町内の移動・交通が不便である
子どもを育てる環境が不十分である
年齢を重ねても安心して住み続けられる環境が不十分である
他のまちよりも際立った魅力や特徴を感じにくい
防犯や防災、安全面、地震や火災などが起こった時の避難場所や避難経路など、安全・安心面での街づくりに不安がある
自分たちの世代にマッチした・希望に叶う住まいが供給されていない
町中の緑や農地が減るなど住環境の魅力が低下しつつある
無回答

優先順位
1番

優先順位
2番

優先順位
3番

(N=423)

57.7

21.5

26.5

17.0

44.2

22.2

15.8

43.3

30.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身近に買い物などできる施設が少なくて不便である

町内の移動・交通が不便である

子どもを育てる環境が不十分である

年齢を重ねても安心して住み続けられる環境が不十分である

他のまちよりも際立った魅力や特徴を感じにくい

防犯や防災、安全面、地震や火災などが起こった時の避難場

所や避難経路など、安全・安心面での街づくりに不安がある

自分たちの世代にマッチした・希望に叶う住まいが供給され

ていない

町中の緑や農地が減るなど住環境の魅力が低下しつつある

無回答

(N=423) ※優先順位１～３位を複数回答として集計した場合 (N=423)
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Q５ 居住地の選択で重視すること 居住予定 

島あなたはこれからも島本町に住み続けたいと思いますか。【1つに〇】 

○「できれば住み続けたい」（47.8％）が最も多く、「ずっと住み続けるつもり」

（19.9％）と合わせると、7割近くが住み続けたいと思っています。 

 

 

Q６-A  居住地の選択で重視すること 引っ越し先について 

(Q5の 3,4回答者のみ)引越しをするとしたらどちらへ引っ越しますか。【３つまで〇】 

○「まだ決まっていない」（58.8％）が最も多く、6割近くが未決定です。 

〇「現段階で候補地がある」（36.1％）の候補地として高槻市（12名）が最も多く、箕

面市（２名）や茨木市（２名）などの北摂エリアの市も挙げられました。他には大阪市

や京都市、神戸市、西宮市、明石市など（各２名）が挙げられました。 

 

候補地 回答数 

高槻市 13 

箕面市 2 

茨木市 2 

大阪市 2 

京都市 2 

神戸市 2 

西宮市 2 

明石市 2 

草津市 2 

東京都 2 

滋賀県 2 

その他 7 

  

19.9 47.8 21.5

1.4

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q5：あなたはこれからも島本町に住み続けたいと思いますか【１つ〇】

ずっと住み続けるつもり 出来れば住み続けたい いつかは引っ越したい

今すぐにでも引っ越したい どちらともいえない

(N=423)

58.8 36.1 5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q6-A：（Q5の3,4回答者のみ）引っ越しをするとしたらどちらへ引っ越しますか。【１つ〇】

まだ決まっていない 現段階で候補地がある 無回答

(N=97)
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Q６-B 居住地の選択重視すること 引っ越したい理由 

(Q5の 3,4回答者のみ)引っ越したい理由【３つまで〇】 

〇「買い物・通勤・通学や通院などの生活の利便性をより重視するため」（59.8％）が最

も多く、次いで「現在よりも暮らしやすい住環境を重視するため」（49.5％）が多くな

っています。 

 

 

  

49.5

11.3

30.9

59.8

26.8

3.1

4.1

9.3

11.3

74.2

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

現在よりも暮らしやすい住環境を重視するため

住宅の価格・家賃を重視するため

実家や親戚・友人宅の近さなどをより重視するため

買い物・通勤・通学や通院などの生活の利便性を

より重視するため

教育や子育て環境をより重視するため

街の安全性(防犯・治安)をより重視するため

住宅地としての知名度やネームバリュー

(住宅情報誌のランキングなど)を重視するため

現在よりも良い自然環境を重視するため

その他

無回答

無効

Q6-B：（Q5の3,4回答者のみ）引っ越したい理由【３つ〇】 (N=423)
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Q７ 居住地の選択重視すること 住み続けたいまちになるための取組 

あなたや同世代の方にとって島本町が魅力的なまち、住み続けたいまちになるために、どんなこ

とに取り組んでいくべきだと思いますか。優先順位をつけてお答えください。 

○優先順位 1番は「駅前など中心市街地の整備により街の魅力の向上やにぎわいの創出を

図る取組」（25.8％）が最も多く、次いで「豊かな自然環境を本町の特徴として守り育

て、暮らしの中で触れられる取組」（20.1％）となっています。 

○優先順位２番は「子どもたちが学び、遊べる環境を充実させる取組」（19.4％）が最も

多く、次いで「働く場を確保するとともに、子育てなどと両立しやすい環境を整備する

取組」（14.9％）となっています。 

○優先順位３番は「子どもたちが学び、遊べる環境を充実させる取組」（16.5％）が最も

多く、次いで「良好な住環境親景観を大切にする取組」（14.2％）となっています。 

 

 

  

10.6

13.2

20.1

14.2

13.2

9.7

8.3

6.4

3.8

9.2

14.9

14.7

16.5

19.4

14.7

9.0

7.3

4.5

13.0

12.8

25.8

3.5

2.1

0.2

8.5

6.1

3.1

1.2

0.5

2.1

5.7

3.8

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q7：魅力的なまち、住み続けたいまちに取り組むべきこと【１つ〇】

豊かな自然環境を本町の特徴として守り育て、暮らしの中で触れられる取組

良好な住環境親景観を大切にする取組

空き家活用や住宅地を整備する取組

働く場を確保するとともに、子育てなどと両立しやすい環境を整備する取組

子どもたちが学び、遊べる環境を充実させる取組

地震などからの防犯対策や犯罪・事故防止などの防犯対策など安全・安心の取組

駅前など中心市街地の整備により街の魅力の向上やにぎわいの創出を図る取組

歴史・文化・自然などの地域資源を活用した観光振興の取組

介護や福祉の充実など、高齢者も安心して暮らせるための取組

その他

無回答

優先順位
1番

優先順位
2番

優先順位
3番

(N=423)

44.0

37.1

18.4

38.8

50.6

20.8

51.5

5.9

17.7

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0

豊かな自然環境を本町の特徴として守り育て、暮らしの中で触

れられる取組

良好な住環境親景観を大切にする取組

空き家活用や住宅地を整備する取組

働く場を確保するとともに、子育てなどと両立しやすい環境を

整備する取組

子どもたちが学び、遊べる環境を充実させる取組

地震などからの防犯対策や犯罪・事故防止などの防犯対策など

安全・安心の取組

駅前など中心市街地の整備により街の魅力の向上やにぎわいの

創出を図る取組

歴史・文化・自然などの地域資源を活用した観光振興の取組

介護や福祉の充実など、高齢者も安心して暮らせるための取組

その他

(N=423) ※優先順位１～３位を複数回答として集計した場合 (N=423)
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２－２．島本町の景観について 
 

Q８ 普段の暮らしで景観に触れる・意識する機会 

島本町の景観について、普段から意識する機会はありますか。【あてはまるものに○】 

○緑豊かな森林の自然景観は「強く意識する」（49.4%）が最も多く、「駅ある程度意識

する」（41.8%）と合わせると 9割の人が意識しています。 

〇工場や事務所が立ち並ぶ景観は、「ほとんど意識しない」（43.7％）が最も多く 4割以

上の人が意識していません。 

 

 
 

  

49.4

22.0

20.1

30.5

12.1

15.4

21.5

30.7

11.3

4.7

16.4

41.8

44.2

41.8

43.5

43.0

41.1

44.4

42.1

32.9

27.2

37.8

1.7

14.4

15.6

11.6

19.4

16.5

12.5

12.5

22.9

23.4

18.8

6.6

18.4

21.5

13.7

24.8

25.5

19.9

13.5

31.4

43.7

25.7

0.5

0.7

0.9

0.7

0.7

1.4

1.4

0.9

1.4

0.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

緑豊かな森林の自然景観

集落と農地が一体となった田園景観

淀川沿いの開けた河川景観

水無瀬川沿いの身近な河川景観

戸建て住宅地のまちなみ景観

集合住宅地(マンション等)のまちなみ景観

鉄道沿いのまちなみ景観

駅周辺の玄関口となるまちなみ景観

幹線道路沿道のまちなみ景観

工場や事業所が立ち並ぶ景観

西国街道沿いなどの歴史的なまちなみ景観

Q8：島本町の景観について【１つ〇】

強く意識する ある程度意識する わからない ほとんど意識しない 無回答

(N=423)
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Q９ 景観で重視すること 

島本町の景観の魅力を高めていくために、町が取り組むべきこと【３つ〇】 

○「公共施設(道路、公園など)で特に良好な景観づくりに配慮を行う」（21.6%）が最も多

く、次いで「町全体の景観についての考え方・方針を示す」（19.2％）となっています。 

 

 
 

  

19.2

7.0

10.4

21.6

15.1

9.2

4.7

4.2

1.3

4.9

2.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

町全体の景観についての考え方・方針を示す

建物や敷地・景観に影響の大きい広告に対する規制や誘導を行う

重要な景観について守るための高さ制限などの規制や誘導を行う

公共施設(道路、公園など)で特に良好な景観づくりに配慮を行う

町内に分布する景観上大切な資源を守る

歴史的なまちなみの保全を行う

景観に対する優れた取組・デザインの優れた建物を

顕彰・表彰する制度を作る

景観づくりへの住民参加を促す取り組みを進める

セミナーやシンポジウム、講演会など住民が学ぶ機会を提供する

景観計画に基づく届け出対象となる建物の範囲を拡げ、

規制や誘導を行う

その他

Q9：島本町の景観の魅力を高めていくために、町が取り組むべきこと

【３つ〇】

(N=423)
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Q１０ 景観まちづくりへの参加意向 

景観を大切にしたまちづくりに向けて、あなた自身が協力・参加できると思うことについてお答え

ください。【あてはまるものすべてに○】 

○「身近な景観をめでる・楽しむ活動(散歩・ランニング、写真サークルなど）」（30.0%）

が最も多く、次いで「自分の家での良好な住環境づくり（玄関先や生垣の手入れ、掃除な

ど）」（25.8%）となっています。 

 

 
 

  

30.0

25.8

9.4

10.7

14.8

3.8

4.3

1.2

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

身近な景観をめでる・楽しむ活動

(散歩・ランニング、写真サークルなど）

自分の家での良好な住環境づくり

（玄関先や生垣の手入れ、掃除など）

自分の家での建て替えや改修での周りの景観への配慮

(建物の色を抑える、庭木を配置するなど）

景観形成につながる活動への参加

(緑の花上活動、森林の保全活動など)

地域コミュニティによる活動への参加

(身近な道路や河川の清掃活動など）

街のセミナーなどへの参加

特に協力・参加したいと思わない

その他

Q10：景観まちづくりに向けて協力・参加できると思うこと【あてはまるものすべて〇】 (N=423)
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２－３．属性 
 

 

性別 

〇「女性」（60.0％）が、「男性」が 37.6％となっています。 

 

 

 

年齢 

〇「20-29歳」が 30.7％、「30-39歳」が 67.4％となっています。 

 

 

 

居住地域 

〇「広瀬」（17.7％）が最も多くなっています。 

 

 
  

37.6 60.0 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

性別

男性 女性 回答しない

(N=423)

30.7 67.4 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年齢

20－29歳 30－39歳 無回答

(N=423)

0.5
5.9 7.6 8.7 17.7 13.5 6.4

1.2

8.7 10.6 9.9 8.3 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

居住地域

尺代 若山台 東大寺 山崎 広瀬 百山 桜井

桜井台 青葉 水無瀬 江川 高浜 無回答

(N=423)
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家族構成 

〇「親と子(二世代）」（73.5％）が最も多くなっています。 

 

 

 

島本町での居住年数 

〇「5年未満」（40.9％）が最も多く、「5年以上、10年未満」（13.2％）を合わせると 5割

以上が居住年数が 10年未満となっています。 

 

 

 

 

4.3 16.3 73.5
2.8

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族構成

ひとり暮らし 夫婦のみ 親と子(二世代） 親と子と孫(三世代） その他

(N=423)

40.9 13.2 9.5 21.7 14.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

島本町での居住年数

５年未満 ５年以上、１０年未満 １０年以上、２０年未満 ２０年以上３０年未満 ３０年以上

(N=423)


